
別紙１

《改定概要》

章 内　　容
第2節2-2「3 労務賃金の割増　(1)通勤補正」について、「現場までの～」を「現場事務所等の
労働時間の開始地点となる労働者の集散場所までの～」とした
第3節3-9「１ 営繕費の積算　(4)労働者の輸送費用」に、人送モノレールを計上可能な場合
を具体的に記載
第4節4-1「足場材設置・撤去」の歩掛を改定（人工数及び諸雑費率）
第4節4-2「キャットウォーク設置・撤去」の歩掛を改定（諸経費率）
第3節3-2の、バックホウによる掘削・積込み作業（作業土木（床掘工）を除く）の作業内容に、
「林道工事における施工土量5,000㎥未満」を追加し、日当たり施工量、労務歩掛等を追加
第3節3-2の、「作業種別　ルーズな状態」の積込の土質区分から軟岩(Ⅰ)Aを削除
第4節4-2「１　機械土工（バックホウ掘削積込）」の、現場条件区分を変更（障害なし/障害あり
→良好/普通/不良）し、条件に対応した日当たり作業量を追記
第4節4-2「１　機械土工（バックホウ掘削積込）」の、「作業種別　ルーズな状態の積込」の土
質区分から軟岩(Ⅰ)Aを削除
第7節7-1「鋼製ダム工」の適用範囲を改定
第10節(旧)10-2「落石防止網（繊維網）設置工」を廃止

12
第１節1-1、2「切取運土（土石類、岩石類）」の備考に、施工土量10,000㎥以上の場合は別
途考慮する旨を追加
第2節2-6「植栽工（B）」の歩掛を改定
第4節4-1「２(2)刈払い（機械人力併用、海岸林除く）」に筋刈りを追加し、現地条件による補
正を削除

16 第2節2-1「６　材料の使用量」に、端末支柱における基礎砕石使用量の算出式を追加
18 第2節～第7節の燃料消費率を改定（一部を除く）

第１節1-2「適用にあたっての留意事項」に、現場条件により時間的制約を受ける場合、夜間
作業等、新潟県土木部積算基準に定められている補正係数が適用できる旨を追加

20
第２節「建設機械損料算定表」に、バックホウ（後方超小旋回型・排ガス2014年規制　山積
0.45m3）の機械損料を新設

設計積算
参考資料

第9　9-1「施工パッケージ施工単価（SCBコード）一覧表」に、令和５年10月20日以降適用の
SCBコードを反映

第１章　総則
□ 特記事項なし。

第２章　工事費の積算
第２節　直接工事費

2-2　労務費（p.2-4,9）
□ 「3 労務賃金の割増　(1)通勤補正」について、「現場までの～」を「現場事務所等の労働時間

の開始地点となる労働者の集散場所までの～」とした。
□ 「3 労務賃金の割増　(7)労務単価の割増」について、土木部積算基準を参照することとした。

第３節　間接工事費
3-９　営繕費（p.2-51）
□ 「１ 営繕費の積算　(4)労働者の輸送費用」に、「施工現場までの移動手段が長時間の徒歩と

なり、労働時間に制約を受ける場合等」に人送モノレールを計上することができる旨を追加。

第３章　一般管理費等・工事日数
□ 特記事項なし。

6
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林業土木積算基準（令和５年10月20日以降適用）の主な改定点
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第４章　随意契約方式により工事を発注する場合の間接工事費等の調整
□ 特記事項なし。

第５章　仮設工
第１節　仮設工

1-1　仮設工（p.5-2）
□ 「(2)積算方法」に、仮設材を後続工事に使用する場合や、工期延長により仮設材の存置が

長期になる場合等、留意する現場条件の例を追加。

第２節　仮設材設置撤去工
2-1　仮設材設置撤去工（p.5-15）
□ 「５　日当たり施工量」を削除。

第４節　足場工
4-1　足場設置・撤去（p.5-24～25）
□ 「１　適用範囲」に、適用足場種類（手摺先行型枠組足場、単管足場、単管傾斜足場）を追

加。
□ 歩掛を改定（一般世話役、とび工及び普通作業員の人工数並びに諸雑費率、ラフテレーン

クレーンの規格）。

4-2　キャットウォーク（p.5-27）
□ 歩掛を改定（諸雑費率）。

第５節　締切排水工
5-1　水替工（p.5-31～32）
□ 「3　排水方法の選定」及び「６　単価表」の、工事用水中ポンプの規格の表記を変更。
5-4　廻排水工（p.5-39）
□ 「3　単価表（２）機械運転単価表」の、バックホウ燃料消費量を改定。

第７節　大型土のう工
7-1　大型土のう工（p.5-48）
□ 「5　単価表」の備考に、土砂の種類を追加。

第８節　鋼矢板（H形鋼）工（バイブロハンマ工）
８-1　バイブロハンマ鋼矢板（H形鋼）打込・引抜（p.5-49,51～52）
□ 「1　適用範囲」に、可撓（かとう）性鋼矢板が適用外であることを追加。
□ 「３　機種の選定」の、対象地盤の換算N値を算出する最大N値の範囲を変更（50を超える→

50以上）。

第９節　法面工（仮設用モルタル吹付工）
９-1　法面工（仮設用モルタル吹付工（p.5-63）
□ 「６　日当たり施工量」の削除。
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第６章　土工
第３節　機械土工

3-2　機械土工（一般・土砂）（p.6-6～10,13～14）
□ 「3-2-3掘削法及び機種の選定」及び「3-2-4施工歩掛」の、バックホウによる掘削・積込み作

業（作業土木（床掘工）を除く）の作業内容に、「林道工事における施工土量5,000㎥未満」を
追加し、
　〇バックホウの規格
　〇日当たり施工量
　〇機械運転単価表の規格及び指定事項
を追加。

□ 「3-2-4施工歩掛」に、林道工事における人力併用機械掘削の
　〇バックホウの規格
　〇日当たり作業量
　〇労務歩掛
　〇機械運転単価表の規格及び指定事項
を追加。

□ 「3-2-4施工歩掛（１　バックホウ掘削積込）」の、「作業種別　ルーズな状態の積込」の土質区
分から軟岩(Ⅰ)Aを削除。

第４節　山地治山土工
4-2　機械土工（p.6-25～26）
□ 「4-2-2施工歩掛（1　バックホウ掘削積込）」の、現場条件区分を改定（障害なし/障害あり　→

良好/普通/不良）し、条件に対応した日当たり作業量を追加。
□ 「4-2-2施工歩掛（１　バックホウ掘削積込）」の、「作業種別　ルーズな状態の積込」の土質区

分から軟岩(Ⅰ)Aを削除。

第７章　運搬工
第５節　不整地運搬車運搬

5-2　不整地運搬車運搬（土砂）（p.7-23～24）
□ 不整地運搬車の規格及び指定事項の燃料消費量を改定。

第８章　一般施工
第７節　鋼製ダム工

7-1　鋼製ダム工（p.8-18）
□ 「１　適用範囲」を「本歩掛は、透水型治山ダムのうち、工場製作した鋼製部材を使用し、鋼製

バットレス式治山ダムを施工する場合に適用する。」に改定。

第10節　落石防止工
(旧)10-2　落石防止網（繊維網）設置工（p.8-22）
□ 歩掛の廃止。

第９章　杭打工
□ 特記事項なし。

第10章　型枠・コンクリート工
□ 特記事項なし。

第11章　山腹・法面工
第５節　斜面安定工

5-1　鉄筋挿入工（p.11-19）
□ 「５　足場工」備考に、諸雑費の内容（単管パイプ、クランプ、足場板、ベース等）を追加。

第１節　道路土工
1-1、2　切取運土（土石類、岩石類）（p.12-1）
□ 「第６章第３節　機械土工」の作業内容「林道工事における施工土量5,000㎥未満」追加に伴

い、バックホウの規格を追加。
□ 備考に、施工土量10,000㎥以上の場合は別途考慮する旨を追加。

第12章　標準設計
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□ 特記事項なし。

第２節　植栽工
2-6　植栽工（Ｂ）（p.14-6）
□ 「２　施工歩掛」及び「４　単価表」に、作業者に特殊作業員を追加するとともに、人工数を改

定。

第４節　森林整備
4-1　刈払い・伐木（p.14-18）
□ 「２　刈払い　(2)　刈払い（機械人力併用、海岸林除く）」に、筋刈りの歩掛を追加。
□ 「同　２）施工歩掛」の備考１を削除。
□ 「同　３）現地条件による補正」を削除。

第２節　大口径ボーリングマシンによる杭打工
2-1　大口径ボーリング杭打工（鋼管）（p.15-10,13）
□ 「11　泥水運搬工」における機械の規格の表記を変更。

第３節　集排水ボーリング孔洗浄工
3-1　集排水ボーリング孔洗浄工（p.15-15）
□ 「４　施工歩掛」の備考を改定（水中ポンプ→工事用水中モータポンプ、送風機損料→軸流

ファン（軸流式）の損料）。
3-2　集水井内足場設置・撤去（洗浄工）（p.15-15～16）
□ 「２　施工歩掛」の備考を改定（送風機損料→軸流ファン（軸流式）の損料）。
□ （旧）「３　日当たり施工量」を削除。

第４節　集水井工（プレキャスト土留工法）
4-1　集水井工（プレキャスト土留工法）（p.15-18～19）
□ 「５　掘削土留工（プレキャスト土留工法）　(2)　1日当たり施工量」の備考に「２．掘削日当たり

施工量の算出における掘削深さは、全土質の総掘削延長とする。」を追加。
□ 「同　(3)　諸雑費」に含まれる費用の内容を改定（「発動発電機、送風機」→「軸流ファン」、

「電力に関する経費等」を追加）。
□ 「７　昇降用設備設置工（プレキャスト土留工法）　(4)　諸雑費」に含まれる費用の内容を改定

（「発動発電機、送風機」→「軸流ファン」、「電力に関する経費等」を追加）。

第２節　道路付属施設
2-1　ガードケーブル設置工（p.16-6～9）
□ 「１　適用範囲」に、施工方法による適用可否及び耐雪型で適用する歩掛の違いを追加。
□ 「４　機種の選定」、「５　施工歩掛」及び「７　単価表」の、トラック及びガードレール支柱打込

機の規格の表記を変更。
□ 「５　施工歩掛(2)ガードケーブル中間支柱設置」の備考に、耐雪型の根巻きコンクリートブ

ロックの材料費は、別途計上する旨を追加。
□ 「６　材料の使用量」に、端末支柱における基礎砕石使用量の算出式を追加。
□ 「７　単価表　（3）ガードケーブル張工」に、間隔保持材を追加。
□ （旧）「７　作業日当たり標準作業量」の削除。

□ 特記事項なし。

第18章　機械運転
第２節　土工用機械運転　～　第７節　その他機械運転（p.18-2～10）

□ 摘要欄に記載している燃料消費率を改定（一部を除く）。

第16章　道路・交通安全施設工

第17章　舗装工

第14章　植栽工及び森林整備等

第13章　根固ブロック工

第15章　地すべり防止工
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第19章　市場単価・標準単価
第１節　積算運用

1-2　適用にあたっての留意事項（p.19-1～2）
□ 時間的制約を受ける場合の補正係数を適用する場合、地理的条件による10％割増補正を

重複できない旨を追加。
□ 現場条件により時間的制約を受ける場合、夜間作業等、新潟県土木部積算基準に定められ

ている補正係数が適用できる旨を追加。
□ 施工規模による補正を適用する場合、時間的制約を受ける場合の補正を重複できない旨を

追加。

第４節　防護柵設置工［市場単価］
4-3　落石防止網設置工（p.19-21）
□ 「１(2)標準単価が適用できない範囲」の①にある、「（第８章第10節による。）」を削除。

（今回の改定で、第８章第10節の「落石防止網（繊維網）」設置工」標準歩掛削除のため）

第20章　建設機械等損料・賃料
第２節　建設機械損料算定表

2-1　建設機械損料算定表（p.20-2）
□ 「第6章　土工」の標準歩掛改定に伴い、機械損料を新設。

（MR8110　バックホウ（後方超小旋回型・排ガス2014年規制　山積0.45m3））

設計積算参考資料
第９　施工パッケージ施工単価（SCBコード）一覧表

９-１　施工パッケージ施工単価（SCBコード）一覧表　（参-49～50,52～53）
□ 令和５年10月20日以降適用の施工パッケージを反映（名称の改定・新規追加・廃止）。
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